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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第28期

第３四半期連結
累計期間

第29期
第３四半期連結
累計期間

第28期

会計期間  
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高 （千円） 4,728,529 4,623,934 6,250,014

経常利益
（千円）

　
369,905 236,812 439,506

四半期（当期）純利益
（千円）

　
234,253 151,723 285,843

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 224,461 40,684 262,347

純資産額
（千円）

　
5,362,671 5,372,241 5,400,539

総資産額
（千円）

　
8,339,667 8,222,869 8,276,623

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
 （円）　 45.80 29.67 55.89

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
 （円） － － －

自己資本比率  （％） 63.2 64.1 64.1

　

回次  
第28期

第３四半期連結
会計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

会計期間  
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額  （円）　 17.69 13.05

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３　第28期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　第28期第３四半期連結累計期間及び第29期第３四半期連結累計期間並びに第28期の潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災後の急激な落ち込みから、持ち直しの動きを続けてき

ましたが、円高や海外経済の減速の影響をうけ、回復のペースは年末にかけて大きく鈍化しました。

　自動車業界におきましては、生産体制の復旧に伴い国内生産が持ち直し、前年実績まで回復した８月以降は順調に推

移しましたが、10月に発生したタイの洪水災害は国内外の生産活動に影響を与えました。

　このような状況のもと、当社グループの売上高は4,623百万円（対前年同期104百万円の2.2％減少）となりました。

　利益面では、営業利益253百万円（対前年同期136百万円の35.0％減少）、経常利益236百万円（対前年同期133百万円

の36.0％減少）、四半期純利益151百万円（対前年同期82百万円の35.2％減少）となりました。

　セグメント別では、日本は売上高3,816百万円（対前年同期150百万円の3.8％減少）、営業利益105百万円（対前年同

期117百万円の52.7%減少）となりました。

　タイ現地法人は売上高777百万円（対前年同期83百万円の12.0％増加）、営業利益172百万円（対前年同期３百万円

の2.1％増加）となり、中国現地法人は売上高150百万円（対前年同期27百万円の15.4％減少）、営業損失25百万円

（前年同期は営業利益１百万円）となりました。

　

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、8,222百万円となり、前連結会計年度末に比べ53百万円の減少とな

りました。流動資産は323百万円減少しましたが、主として現金及び預金の減少486百万円、受取手形及び売掛金の増加

187百万円によるものであります。固定資産は269百万円増加しましたが、主として建物及び構築物の増加154百万円、

建設仮勘定の増加184百万円、投資有価証券の減少55百万円によるものであります。

　負債は2,850百万円となり、25百万円減少しました。流動負債は141百万円増加しましたが、主として支払手形及び買

掛金の増加147百万円によるものであります。固定負債は167百万円減少しましたが、主として社債の減少40百万円、長

期借入金の減少113百万円によるものであります。

　純資産は5,372百万円となり、28百万円減少しましたが、主としてその他有価証券評価差額金の減少30百万円による

ものであります。

　この結果、自己資本比率は64.1％となりました。　

　　　　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、82百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
　 現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,119,477 5,119,477
大阪証券取引所

（市場第二部）

 単元株式数は100株

であります。

計 5,119,477 5,119,477 － －

（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 5,119 － 551,099 － 445,219

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】　

　 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

　自己株式

5,900

 

　　　　　　　　－

 

単元株式数100株

　完全議決権株式（その他）
  普通株式

5,112,200

  

51,122
同上

　単元未満株式
  普通株式

1,377

  

－
１単元(100株)未満の株式

　発行済株式総数 5,119,477 － －

　総株主の議決権 － 51,122 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。　　

　　　　

　②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

　所有者の氏名
　又は名称

   所有者の住所
　自己名義所有
　株式数（株）　　　
　

　他人名義所有
　株式数（株）　　　
　

　所有株式数の
　合計 (株）　　　　

  発行済株式総数
　に対する所有株
　式数の割合
 （％）　　　

（自己保有株式）　

 株式会社カネミツ

 兵庫県明石市

 大蔵本町20-26
 5,900  －  5,900  0.12

　　　　計 　　　　－  5,900  －  5,900  0.12

　

EDINET提出書類

株式会社カネミツ(E02248)

四半期報告書

 5/17



２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次の通りであります。

　役職の異動

　　 新役名　 　　 新職名 　　 旧役名　 　　 旧職名 　　  氏名 　  異動年月日

　　 取締役 　　   － 　　 取締役  新技術開発室長 　 藤井　直樹  平成23年７月16日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,539,274 1,052,304

受取手形及び売掛金 1,575,977 1,763,170

商品及び製品 32,742 30,092

仕掛品 329,134 321,948

原材料及び貯蔵品 95,018 82,095

繰延税金資産 66,172 26,105

その他 32,048 71,561

流動資産合計 3,670,368 3,347,278

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,768,833 1,959,574

減価償却累計額 △990,423 △1,026,487

建物及び構築物（純額） 778,410 933,086

機械装置及び運搬具 4,889,547 5,008,957

減価償却累計額 △3,910,297 △4,046,310

機械装置及び運搬具（純額） 979,249 962,647

工具、器具及び備品 532,813 548,916

減価償却累計額 △439,585 △451,081

工具、器具及び備品（純額） 93,227 97,834

土地 2,013,250 2,006,661

建設仮勘定 157,421 341,598

有形固定資産合計 4,021,560 4,341,828

無形固定資産 79,829 77,329

投資その他の資産

投資有価証券 369,007 314,001

繰延税金資産 － 217

その他 135,858 142,215

投資その他の資産合計 504,865 456,434

固定資産合計 4,606,255 4,875,591

資産合計 8,276,623 8,222,869
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 806,490 954,099

短期借入金 336,063 422,608

1年内償還予定の社債 100,000 60,000

1年内返済予定の長期借入金 176,200 153,889

未払法人税等 109,000 －

賞与引当金 121,976 83,613

役員賞与引当金 － 18,000

その他 334,644 434,001

流動負債合計 1,984,374 2,126,213

固定負債

社債 100,000 60,000

長期借入金 288,126 174,487

長期未払金 193,834 193,834

繰延税金負債 2,884 －

退職給付引当金 247,775 252,368

その他 59,089 43,724

固定負債合計 891,710 724,415

負債合計 2,876,084 2,850,628

純資産の部

株主資本

資本金 551,099 551,099

資本剰余金 445,219 445,219

利益剰余金 4,362,949 4,448,196

自己株式 △6,504 △6,517

株主資本合計 5,352,764 5,437,998

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,787 37,376

為替換算調整勘定 △116,285 △203,787

その他の包括利益累計額合計 △48,497 △166,410

少数株主持分 96,272 100,653

純資産合計 5,400,539 5,372,241

負債純資産合計 8,276,623 8,222,869
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 4,728,529 4,623,934

売上原価 3,557,643 3,585,026

売上総利益 1,170,885 1,038,908

販売費及び一般管理費 780,684 785,272

営業利益 390,201 253,636

営業外収益

受取利息 667 861

受取配当金 3,845 5,231

助成金収入 － 12,559

受取補償金 6,484 －

その他 7,213 3,218

営業外収益合計 18,211 21,870

営業外費用

支払利息 29,101 25,331

為替差損 9,234 13,296

その他 171 66

営業外費用合計 38,507 38,693

経常利益 369,905 236,812

特別利益

固定資産売却益 － 234

投資有価証券売却益 － 420

持分変動利益 5,133 －

特別利益合計 5,133 654

特別損失

固定資産売却損 － 21

固定資産除却損 3,111 403

投資有価証券売却損 － 263

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 24,654 －

特別損失合計 27,765 688

税金等調整前四半期純利益 347,272 236,779

法人税、住民税及び事業税 60,778 5,918

法人税等調整額 35,415 62,726

法人税等合計 96,194 68,644

少数株主損益調整前四半期純利益 251,078 168,134

少数株主利益 16,825 16,411

四半期純利益 234,253 151,723
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 251,078 168,134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,533 △30,411

為替換算調整勘定 △14,083 △97,038

その他の包括利益合計 △26,616 △127,450

四半期包括利益 224,461 40,684

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 208,146 33,810

少数株主に係る四半期包括利益 16,315 6,874
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の40.6%から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計年

度に解消が見込まれる一時差異については37.9%に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる

一時差異については35.5%となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金

額）は12,234千円減少し、その他有価証券評価差額金は2,955千円、法人税等調整額は15,189千円それぞれ増加しており

ます。　　　
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 278,484千円 267,308千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

 １．配当金支払額

　　（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式　 30,682千円6.00円平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会　
普通株式 33,238千円6.50円平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金　

 ２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

　　 末日後となるもの　　　

　　 該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

 １. 配当金支払額

　　（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日　

定時株主総会　
普通株式　 33,238千円 6.50円 平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

平成23年10月31日

取締役会
普通株式 33,237千円 6.50円 平成23年９月30日平成23年12月５日利益剰余金　

 ２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

　　 末日後となるもの　　　

　　 該当事項はありません。　　　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円）　　

 

報告セグメント 　 四半期連結
損益計算書
計上額　
（注）２　

日本 タイ 中国 計
調整額

（注）１　

売上高     　  

外部顧客への売上高 3,860,185690,304178,0394,728,529 － 4,728,529

セグメント間の内部売

上高又は振替高
106,7794,322 － 111,102△111,102 －

計 3,966,964694,627178,0394,839,631△111,1024,728,529

セグメント利益

（営業利益）　
223,399168,4791,672393,551△3,349390,201

（注）１．セグメント利益の調整額△3,349千円には、セグメント間取引消去△31,356千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用29,482千円、棚卸資産の調整額5,545千円及び固定資産の調整額△320千

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円）　　

 

報告セグメント 　 四半期連結
損益計算書
計上額　
（注）２　

日本 タイ 中国 計
調整額

（注）１　

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,707,126766,693150,1154,623,934 － 4,623,934

セグメント間の内部売

上高又は振替高
109,12910,945 428 120,504△120,504 －

計 3,816,256777,638150,5444,744,439△120,5044,623,934

　セグメント利益又は

　損失（△）　
105,722172,035△25,380252,3781,258253,636

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額1,258千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

27,679千円及び報告セグメント間の取引の相殺消去等28,937千円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　　　　　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 45円80銭 29円67銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 234,253 151,723

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 234,253 151,723

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,113 5,113

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成23年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・33,237千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・６円50銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成23年12月５日

　 （注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　

　

EDINET提出書類

株式会社カネミツ(E02248)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成24年２月７日

株式会社カネミツ

取締役会　御中
 

有限責任監査法人トーマツ　 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士
片岡　茂彦       印   　
　　

 
指定有限責任社員　
業務執行社員　

 公認会計士　 西方　　実       印　　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カネミツ

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カネミツ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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